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■調査の経緯と目的

　葛西臨海公園及び葛西海浜公園の西なぎさ、東なぎさ、三日月干潟、鳥類園下の池には、砂干潟、泥干潟、塩性湿地など、東京湾奥部本来の感潮域としての環境が形成されている。このような環境には、多くの東京湾干潟希少生物の生息が見られる。

　当地の干潟に生息する底生生物を明らかにするために、2010年に東邦大学・葛西臨海水族園・生態工房による当地初の共同調査が実施された。この調査を継続して底生生物の経年的な変化を把握するために本年度も調査を行った。

　生物の同定及び結果のまとめにあたっては、東邦大学の柚原剛氏に全面的に協力していただいた。

■調査日

1 2011年5月18日（水）鳥類園下の池　16人

2 2011年6月5日（日）西なぎさ　41人（うち、一般参加の市民調査員29人）

■手法

調査範囲と区画について

· 調査範囲を約40ｍ×約60ｍとする。

· 調査区画を干潟面とヨシ原に分ける。

· 干潟面は澪筋までを範囲とする。

定性調査

· Suzuki&Sasaki 2010による市民調査手法：干潟面とヨシ原面をそれぞれ15分間表在面のベントス観察、15分間スコップを用いて掘り返しする（2mmメッシュ）。

定量調査

· 干潟面とヨシ原面の任意の場所で、25×25cmの方形枠を4つ設置する。

· 環境条件として方形枠内の表面の底土・間隙水を採集、酸化還元電位を測定する。

· 後日室内で、底土は粒度分析を行い、間隙水は塩分を計測する。

· 方形枠内の底土を深さ20cm掘り起こし、1mmメッシュをふるい、残渣を回収し室内でソーティングする。

■実施体制

　施設の使用、立ち入りについて、公園サービスセンターにご協力をいただいた。特に鳥類園下の池は、保護区として立ち入りが制限されている区域であるため、腕章を貸与していただいた。今後、継続的に生物の変化を監視したり、調査結果を現地での展示等に活用するなどして、公園に成果を還元していきたい。

　西なぎさでの調査は、近年全国の干潟で取り入れられている市民参加型調査手法に則って行われ、親子連れなど29人の市民が参加した。このような機会は、干潟に触れて学ぶ貴重な機会になっており、展開のしかたによっては干潟のある公園として魅力のある自然体験プログラムにもなり得ると思われる。

■調査実施者

主催：特定非営利活動法人 生態工房

協力：東邦大学、葛西臨海水族園
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